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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
先端筒状部分にスリットが形成された雌コネクタ部材が電気絶縁性の絶縁筒の内側に水密
に嵌挿接着されて、同軸ケーブルの信号線が上記雌コネクタ部材の後端側に後方から接続
固着された電子内視鏡の同軸コネクタにおいて、
　上記雌コネクタ部材を、上記先端筒状部分に上記スリットが形成されて上記絶縁筒の内
側に水密に嵌挿接着される雌コネクタ部と、上記信号線が後端部に接続固着された状態で
上記雌コネクタ部に後方から差し込み接続される信号線接続部とに分割形成して、上記雌
コネクタ部と上記絶縁筒との嵌合部に、余分に塗布された接着剤を溜めるための接着剤溜
まり空間を形成したことを特徴とする電子内視鏡の同軸コネクタ。
【請求項２】
上記雌コネクタ部の後半部分には、上記信号線接続部を差し込み接続するための接続孔が
上記先端筒状部分内に連通しない状態に後方から穿設されている請求項１記載の電子内視
鏡の同軸コネクタ。
【請求項３】
上記雌コネクタ部と上記信号線接続部には、上記信号線接続部が上記雌コネクタ部に差し
込み接続された後に上記雌コネクタ部から上記信号線接続部が抜け出すのを阻止するため
の逆止機構が設けられている請求項１又は２記載の電子内視鏡の同軸コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　この発明は電子内視鏡の同軸コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡には、ビデオプロセッサに対して接続されるコネクタ部等に、同軸ケーブル
を相手方に接続するための同軸コネクタが配置されており、そのような電子内視鏡の同軸
コネクタの雌コネクタ部材は、先端筒状部分にスリットが形成されて後端側は後方から信
号線が接続固着されるように構成されて、電気絶縁性の絶縁筒の内側に水密に嵌挿接着さ
れている（例えば、特許文献１、２）。
【特許文献１】特開平５－３００８７４
【特許文献２】特開平５－３１７２４８
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　図６は、上述のような従来の電子内視鏡の同軸コネクタを示しており、９１は雌コネク
タ部材、９２は同軸ケーブルの信号線、９３は絶縁筒、９４は、信号線９２の先端筒状部
分に軸線と平行方向に形成されたスリットである。
【０００４】
　図７は、上述の同軸コネクタを組み立てる際の後半の工程を示しており、信号線９２が
半田付け等により後端に接続固着された雌コネクタ部材９１の外周面に接着剤９５が塗布
され、その状態の雌コネクタ部材９１が絶縁筒９３に対して後方から嵌挿されて、雌コネ
クタ部材９１の外周面と絶縁筒９３の内周面とが接着剤９５で水密に固着される。
【０００５】
　しかし、そのような部分の組み立て工程において、雌コネクタ部材９１の外周面に接着
剤９５が余分に塗布されていると、接着剤９５が雌コネクタ部材９１の先端のスリット９
４部分に流れ込んで相手方との接続不良を起こす恐れがある。
【０００６】
　かといって、雌コネクタ部材９１の外周面に塗布する接着剤９５を少なめにすると、絶
縁筒９３の内周面との固着状態の水密性が不充分になって、洗浄消毒の際に外部からの水
漏れを起こしてしまう恐れがある。
【０００７】
　そして、そのような不具合をチェックするための検査は図６に示されるように全てが出
来上がってからでないと行うことができず、しかも、不具合があると、同軸ケーブルを含
めてユニット全体を不良廃棄しなければならず、大きな無駄が発生していた。
【０００８】
　そこで本発明は、組み立て工程における水密性不良や接着剤流れ込み等の不具合の発生
を大幅に抑制することができ、しかも不具合があった場合には不良廃棄する部分が少なく
て製造効率のよい電子内視鏡の同軸コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明の電子内視鏡の同軸コネクタは、先端筒状部分にス
リットが形成された雌コネクタ部材が電気絶縁性の絶縁筒の内側に水密に嵌挿接着されて
、同軸ケーブルの信号線が雌コネクタ部材の後端側に後方から接続固着された電子内視鏡
の同軸コネクタにおいて、雌コネクタ部材を、先端筒状部分にスリットが形成されて絶縁
筒の内側に水密に嵌挿接着される雌コネクタ部と、信号線が後端部に接続固着された状態
で雌コネクタ部に後方から差し込み接続される信号線接続部とに分割形成して、雌コネク
タ部と絶縁筒との嵌合部に、余分に塗布された接着剤を溜めるための接着剤溜まり空間を
形成したものである。
【００１０】
　なお、雌コネクタ部の後半部分には、信号線接続部を差し込み接続するための接続孔が
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先端筒状部分内に連通しない状態に後方から穿設されているとよく、雌コネクタ部と信号
線接続部には、信号線接続部が雌コネクタ部に差し込み接続された後に雌コネクタ部から
信号線接続部が抜け出すのを阻止するための逆止機構が設けられているとよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、雌コネクタ部材と絶縁筒との嵌合部に、余分に塗布された接着剤を溜
めるための接着剤溜まり空間を形成したことにより、雌コネクタ部材を絶縁筒に接着する
組み立て工程において十分な量の接着剤を漏れ出さないように塗布することができるので
、水密性不良や接着剤流れ込み等の不具合の発生を大幅に抑制することができ、しかも雌
コネクタ部材を雌コネクタ部と信号線接続部とに分割形成したので、雌コネクタ部材と絶
縁筒との接着に不具合があった場合には不良廃棄する部分が少なくて製造ロスを少なくす
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　雌コネクタ部材を、先端筒状部分にスリットが形成されて絶縁筒の内側に水密に嵌挿接
着される雌コネクタ部と、信号線が後端部に接続固着された状態で雌コネクタ部に後方か
ら差し込み接続される信号線接続部とに分割形成して、雌コネクタ部と絶縁筒との嵌合部
に、余分に塗布された接着剤を溜めるための接着剤溜まり空間を形成する。
【実施例】
【００１３】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２において、１は、内視鏡検査装置一式を載せて移動することができる内視鏡用カー
トであり、その側部に設けられた内視鏡支持スタンド２に電子内視鏡３が吊り下げられた
状態に保持されている。
【００１４】
　４はビデオプロセッサであり、電子内視鏡３のコネクタ部５が分離自在に接続され、電
子内視鏡３で撮像された内視鏡観察画像の撮像信号を各種プロセス回路において処理して
、映像信号をモニター６に出力する。
【００１５】
　図３は、電子内視鏡３のコネクタ部５のビデオプロセッサ４との接続部を示しており、
コネクタ筒５０内に多数の接点ピン５１が突設されると共に、中心軸線位置には、ビデオ
プロセッサ４側の同軸プラグ（図示せず）と接続される同軸コネクタ１０が配置されてい
る。１１は、相手方の接点ピンが差し込まれる雌コネクタ部材、３１は、同軸コネクタ１
０の後側に接続された同軸ケーブル３０の信号線である。
【００１６】
　図４は同軸コネクタ１０を示しており、同軸コネクタ１０を外装する導電性のシールド
接続筒１２の先側半部内に、電気絶縁材により後側半部が前側半部より太い段付き円筒状
に形成された絶縁筒１４が、嵌挿接着により水密に固着されている。１３は、同軸コネク
タ１０をコネクタ筒５０に係止するための弾性爪である。
【００１７】
　雌コネクタ部材１１は、先端側に切り口が開口するスリット１６が先端筒状部分１５に
軸線と平行方向に形成された先側の雌コネクタ部１１Ａと、同軸ケーブル３０の信号線３
１が後端部に接続固着された後側の信号線接続部１１Ｂとに分割形成されている。
【００１８】
　そして、同軸コネクタ１０を組み立てる際には先ず、図１に示されるように、シールド
接続筒１２の内側への絶縁筒１４の固着と、絶縁筒１４内への雌コネクタ部１１Ａの固着
が行われ、雌コネクタ部１１Ａは絶縁筒１４に対して後方から嵌挿されて接着剤１７によ
り水密に固着される。
【００１９】
　そのような雌コネクタ部１１Ａと絶縁筒１４との接着部分には、図４に示されるように
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、雌コネクタ部１１Ａに塗布された接着剤１７の中の余分に塗布された部分を溜めるため
の接着剤溜まり空間１８が、雌コネクタ部１１Ａの外径と絶縁筒１４の内径との間に隙間
を設けて二箇所に形成されている。
【００２０】
　したがって、雌コネクタ部１１Ａと絶縁筒１４とを接着する際には、雌コネクタ部１１
Ａの外周部に十分な量の接着剤１７を塗布しても、余分に塗布された接着剤１７が先端側
のスリット１６部分まで流れ出さずに、水密性が確実に確保された状態に接着することが
できる。
【００２１】
　そして、シールド接続筒１２内に固着された絶縁筒１４に対して雌コネクタ部１１Ａを
接着した状態で接着剤１７を硬化させて、水密性と接着剤１７の流出状態のチェックを行
うことができるので、もし組み立て不良があった場合にはそれらを廃棄するだけで済み、
同軸ケーブル３０等を廃棄する必要がない。
【００２２】
　そのようにして、雌コネクタ部１１Ａが絶縁筒１４に接着固定されたら、同軸コネクタ
１０の後半部分を組み立てる工程に移るのであるが、図４及び図１に示されるように、雌
コネクタ部１１Ａの後側半部には、信号線接続部１１Ｂを後方から軸線方向に差し込むた
めの接続孔１９が、先端筒状部分１５と連通しないように穿設されている。
【００２３】
　また、雌コネクタ部１１Ａと信号線接続部１１Ｂとには、信号線接続部１１Ｂが雌コネ
クタ部１１Ａに差し込み接続された状態になった後に雌コネクタ部１１Ａから信号線接続
部１１Ｂが抜け出すのを阻止するための逆止機構２０が設けられている。
【００２４】
　この実施例の逆止機構２０は、雌コネクタ部１１Ａ自体を弾性変形するように内方の接
続孔１９に向けて折り曲げ形成された逆止爪２０Ａと、その逆止爪２０Ａが係合するよう
に信号線接続部１１Ｂの外周面に形成された凹部２０Ｂにより構成されている。
【００２５】
　そして、図５に示されるように、信号線接続部１１Ｂを雌コネクタ部１１Ａに差し込む
前に、雌コネクタ部１１Ａの後半外周部に後側絶縁筒２２を介在させてシールド導電筒２
３を被嵌し、シールド接続筒１２の後端に形成されているかしめ端２４を内方に折り曲げ
ることにより、シールド導電筒２３をシールド接続筒１２内に機械的にかしめ固定する。
【００２６】
　一方、信号線接続部１１Ｂには、その後側半部に後方から穿設されている信号線接続孔
２１に、同軸ケーブル３０の信号線３１の先端を差し込んで半田付け３５により接続固着
し、その状態で信号線接続部１１Ｂを雌コネクタ部１１Ａに後方から差し込む。
【００２７】
　すると、図４に示されるように、信号線接続部１１Ｂが逆止機構２０によって雌コネク
タ部１１Ａに係止された状態になって、同軸ケーブル３０の信号線３１と雌コネクタ部１
１Ａとが導通する。
【００２８】
　そして、同軸ケーブル３０のシールド３２をシールド導電筒２３に半田付け２５で接続
固着することにより、シールド３２がシールド接続筒１２に導通する状態になって、同軸
コネクタ１０の組み立てが完了する。
【００２９】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、同軸コネクタ１０が、
ビデオプロセッサ４と接続される電子内視鏡３のコネクタ部５以外の部分に用いられたも
のであっても差し支えない。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の実施例の電子内視鏡の同軸コネクタの組み立て前半の工程の状態を示す
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側面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡装置がカートに載せられた状態の斜視図である。
【図３】本発明の実施例の電子内視鏡のコネクタ部の一部を示す側面断面図である。
【図４】本発明の実施例の電子内視鏡の同軸コネクタの側面断面図である。
【図５】本発明の実施例の電子内視鏡の同軸コネクタの組み立て後半の工程の状態を示す
側面断面図である。
【図６】従来の電子内視鏡の同軸コネクタの側面断面図である。
【図７】従来の電子内視鏡の同軸コネクタの組み立て後半の工程の状態を示す側面断面図
である。
【符号の説明】
【００３１】
　１０　同軸コネクタ
　１１　雌コネクタ部材
　１１Ａ　雌コネクタ部
　１１Ｂ　信号線接続部
　１４　絶縁筒
　１５　先端筒状部分
　１６　スリット
　１７　接着剤
　１８　接着剤溜まり空間
　１９　接続孔
　３０　同軸ケーブル
　３１　信号線

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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